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～「１７６人の笑顔輝く、楽しい学校を目指して」～

新風は西姶良から
元気いっぱい 花いっぱい 笑顔いっぱい 歌声いっぱい
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あなたの生き方が，子供への最高の教育になる

これまでは勤勉で従順な人が社会から求められていましたが，これ

からは問題を解決するために自分で考え，工夫し，行動する，勇気あ

る社会人が求められます。

自分の会社の利益だけでなく，家庭や地域，そして社会全体にまで

目を配り積極的にかかわれる人に育てるために，まず親自身がその大

切さを理解し，努力・挑戦することが大切です。 【家庭教育手帳から】



年末の１２月２０日（日）に，西姶良小学校
の体育施設一斉清掃が行われました。日頃利用
しいる少年団や社会人団体の約150人が隅々ま
で熱心に作業してくださいました。おかげさま
で体育館や運動場など，とてもきれいになり，
気持ちよく新年を迎えることができました。
ありがとうございました。

３学期がスタートした１月８日（金）～14
日（木）の期間，西姶良小学校スクールゾー
ン委員会を中心に，校区コミュニティ協議会
や各自治会，西姶良小ＰＴＡが協力して「交
通安全マナーアップ大作戦」を実施しました。
児童生徒の登下校の安全確保のために声か

け指導や安全確保の誘導をしていただくこと
はもちろん，ドライバーへ思いやり運転を呼
びかけ，地域をあげての運転マナーや交通安
全意識の向上を目的としました。
西姶良小学校正門をはじめ，校区内の各交

差点等において，各団体から多数の方々が交
通安全への呼びかけ運動に協力してください
ました。今後も校区内の“交通事故０（ゼロ）”を目指して，交通ルールとマナーの遵守，「団
地内速度40㎞以下走行」への御協力をお願いいたします。
また，不審者対策として，日中にベストやタスキ等を着用して散歩していただけると，抑止力

に繋がりますので，御協力をお願いいたします。ベストやタスキ等が必要な方は，学校へ連絡し
てください。

２学期の学校評価について，御協力いただき，心よ 日 曜 行 事 等
り感謝申し上げます。保護者の皆様からいただいた主
な意見についての基本的な考え方や今後の改善策です。 2/1 月 教育相談月間
今後とも，御協力をよろしくお願いします。 集金日
○ あいさつについて，学校内でのあいさつが良くな 2/2 火 クラブ活動(３年見学)
ってきたという御意見と，地域などでのあいさつが 2/3 水 新１年生体験入学･入学説明会
できていないことについて 家庭学習強調週間（～9日）

→ 学校では，繰り返し「ＳＳＴあいさつ運動（先に 2/4 木 学校評議委員会
・スマイルで・立ち止まってあいさつ）」の指導を徹 2/9 火 委員会活動(4年生参加)
底し，教児ともに実践できるようにしていきます。 2/10 水 重富中英語教諭指導（6年)
家庭や地域でも子供たちへの声かけや指導をお願い 2/12 金 ＰＴＡ総務会(19：30～）
いたします。 2/13 土 １年生「昔遊び」（SSVC）

○ 持久走大会の男女同時スタート，順位について 2/15 月 校内読書週間（～19日）
→ 昨年度の反省を生かし，コースや時間，駐車場な 2/16 火 栄養指導（1・2年)
どの改善については，高評価をいただきました。男 ひなたぼっこ読み聞かせ
女別スタートや女子の着順等については検討します。 2/17 水 学校保健委員会

○ 学習発表会について 2/18 木 ALTとの交流(3年～6年)
→ 子供たちのがんばりに対する賞賛の声が多かった ＳＣ(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校ﾞ)
ですが，発表の仕方や内容，見学方法等，よりよい ＰＴＡ理事会(19：30～）
学習発表・授業参観の内容を工夫していきます。 2/22 月 子供と一緒に読書の日
＜保護者評価４段階中，平均点が３未満だった項目＞ 学力定着旬間（～3/5）
▼ 子供は地域活動（子供会行事・いきワク塾・校区 2/25 木 あいあい号
コミュニティ協議会行事）へ積極的に参加していま 2/26 金 授業参観，学級ＰＴＡ
すか。（２.６） 家庭教育学級閉級式

▼ 低学年４０分・中学年６０分・高学年９０分以上
の宅習時間を確保できていますか。（２.９）

▼ メディアダウンなど，「家庭学習強調週間」の取組を実施できていますか。（２.８）
上記の３項目は，評価の二極化が大きかったです。改善に向けて一人一人が意識して取り組ん
でいきましょう。
（保護者の学校評価21項目の平均は３.１）


